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①流域の概要

由良川水系
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流域の概要 流域及び氾濫域の概要

○ 流域の地形は、上流末広がりの扇状をなし、流域の約75％が山地で由布岳・鶴見岳・大船山・鎧ヶ岳などの高峰に囲まれている。

○ 下流沖積地の大部分を大分平野が占め、その他の平地は、上流部の由布院盆地や中流部にやや広く存在し、その他は点々と小規模なものが分布している。

○ 河口付近一帯は、鉄鋼、石油化学精製、発電関係等を中心として九州最大規模の大分臨海工業地帯が拡がり、大分における経済及び人口集積の基盤となっ
ている。

大分川水系
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大分臨海工業地帯・大分川は上流・中流・下流の3区分に分類できる。大分川水系
上下流区分図

・大分川河口部には九州最大の大分臨海工業地帯が広がっている。

下流部（大分市）中流部（由布市庄内町～挾間町）上流部（由布市湯布院町）

大分川・大野川の想定氾濫区域内に集積する臨海部の工業地帯

し ょ う な い は さ ま

つ る み だ けゆ ふ だ け たいせんざん よろいがだけ

修正



湯布院都市計画区域 挟間都市計画区域

流域の概要 立地適正化計画（大分市、由布市） 大分川水系
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○ 大分市では平成31年3月に、「元気・安心・快適な暮らしを支える将来にわたって持続可能な『多極ネットワーク型集約都市』」を都市づくりの基本理念とした
「大分市立地適正化計画」を策定した。計画策定後は、法改正への対応や上位・関連計画との整合、「防災まちづくり方針（防災指針）」の追加、「居住拠点区域」
の設定等、人口減少社会においても持続可能な多極ネットワーク型集約都市の形成に向けて、令和6年3月に本計画を改訂している。

○ 由布市では令和6年4月に、健康で快適な生活環境の実現と、持続可能な都市経営を可能とし、さらには災害に強い居住地の形成を推進する「コンパクト・プラス
・ネットワーク」のまちづくりを目指した「由布市立地適正化計画」を策定した。

○ 「居住推奨区域（居住誘導区域）」及び「都市機能誘導区域」の設定にあたっては、災害リスクの高い区域を誘導区域から除外することとしている。

大分市立地適正化計画 由布市立地適正化計画

災害リスクの高い区域

災害リスクの高い区域とは、急傾

斜地崩壊危険区域、地すべり防止区

域、土砂災害特別警戒区域、土砂災

害警戒区域などである。浸水想定区

域については、居住推奨区域からす

べて除外することが現実的でないた

め、「防災まちづくり方針」におい

て具体的な対応を実施する。

防災まちづくり方針の代表的な取組

・避難所の環境整備や災害時要配慮

者の支援

・災害リスク等の提示、周知・啓発

強化や住民の早期避難意識の醸成

・「流域治水」の取組推進 等

居住推奨区域及び都市機能誘導区域等

修正



流域の概要 水辺の整備・水辺利用の概要

○ 大分川は利活用できる水辺空間が限られているため、大分市中心部に面した下流域の河川敷を活用した「かわまちづくり」が令和4年8月に登録された。

○ スポーツやアウトドアや河川の自然環境に人々が親しみ憩う場として、ワンド等の良好な環境を保全しつつ親水性を考慮した水辺拠点の整備を行うとともに、沿
川の歴史的観光資源と連携したイベント等により、地域の魅力向上、地域活性化、観光振興などを図っていく。

大分川水系
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舞鶴橋
舞鶴橋下流

宗麟大橋周辺

舞鶴橋下流

宗麟大橋周辺

親水護岸 芝広場・駐車場

親水護岸の整備により、河川敷を活用した水辺アクティビティの利便性が向上
（カヌ－、ヨット、SUP体験）

芝広場や駐車場の整備により、アウトドアイベントが開催
（キャンプ、マルシェ、ウォーターチューブ）

整備イメージ

修正

ワンド環境の保全
環境学習の場

干潟の保全

南蛮BVNGO交流館

旧万寿寺地区

大友氏遺跡

大分城址公園



②基本高水のピーク流量の検討
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流域の概要 近年の降雨量・流量の状況

○ 平成18年2月に河川整備基本方針（以降、「既定計画」という）を策定以降、基本高水のピーク流量（5,700m3/s）を上回る洪水は発生していない。

○ 大分川の府内大橋地点の流況に関して、豊水流量、平水流量、低水流量、渇水流量には、経年的に大きな変化は見られない。

大分川水系
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■平成17年9月出水（台風第14号）において観測史上最大雨量を記録

基準地点府内大橋 流域平均2日雨量

基準地点府内大橋 年最大流量

■平成5年9月出水（台風第13号）において、観測史上最大流量を記録

計画高水流量

流況の経年変化

現行の基本方針(H18.2策定)の計画規模等
■計画規模 1/100
■対象降雨量 530mm/2日（府内大橋）

・豊水流量：1年を通じて 95日はこれを下回らない流量
・平水流量：1年を通じて185日はこれを下回らない流量
・低水流量：1年を通じて275日はこれを下回らない流量
・渇水流量：1年を通じて355日はこれを下回らない流量

※流量は、ダム・氾濫戻し流量を整理

ふ な い

府内大橋観測所流況（豊平低渇）

再掲
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流域の概要 平成5年9月洪水・平成17年9月洪水の比較

○ ２日雨量が最大となる平成17年9月洪水と、基準地点府内大橋で既往最大流量を観測した平成5年9月洪水について分析した。

○ 平成5年9月洪水は、平成17年9月洪水に比べて、総雨量が小さいものの、時間最大雨量が57mm/hとなるなどシャープな降雨波形であったため、流量が大きくな
ったと考えられる。

大分川水系
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等雨量線図 [総雨量]（平成5年9月洪水）
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○ 気候変動による外力の増加に対応するため、気候変動を考慮した雨量データによる確率からの検討、アンサンブル予測降雨波形を用いた検討、既往洪水から
の検討から総合的に判断した結果、大分川水系における基本高水のピーク流量は、基準地点府内大橋において7,000m3/sと設定した。

基本高水の設定に関わる総合的判断 新たに設定する基本高水

【凡例】
②雨量データによる確率からの検討：降雨量変化倍率（2℃上昇時の降雨量の

変化倍率1.1倍）を考慮した検討
×：短時間・小流域において著しい引き伸ばしとなっている洪水

③アンサンブル予測降雨波形を用いた検討：計画対象降雨の降雨量
（337mm/9h）に近い10洪水を抽出
○：気候変動予測モデルによる現在気候（1980～2010年）及び将来気候

（2℃上昇）のアンサンブル降雨波形

④既往洪水からの検討：H5.9洪水の実績流量

引き伸ばし後の降雨波形を用いて算定したピーク流量が最大となるH16.10波形

河道と洪水調節施設等への配分の検討に用いる主要降雨波形群

基本高水の設定に係る総合判断（基準地点府内大橋）

修正



棄却波形（令和２年７月豪雨）の時空間分布の確認
○ 棄却されたR2.7波形は、線状降水帯が発生し、3時間に渡って上流から下流に向かって雨域がかかり、流域全体を強雨域が包絡していることが確認できる。

大分川水系

①7/7 20:00 ②7/7 21:00

③7/7 22:00 ④7/7 23:00

⑤7/8 0:00 ⑥7/8 1:00 ⑦7/8 2:00

大分川水系等雨量線図（総雨量）

令和2年7月豪雨

※画像はtenki.jp「過去天気(雨雲レーダー)」（https://tenki.jp/past/2020/07/radar/）に流域を加筆して作成（無断転載禁止）
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基本高水の設定に係る総合判断（基準地点府内大橋）

基本高水のピーク流量を超過するアンサンブル予測降雨波形の確認

○ 計画降雨量337mm/9h近傍で一番ピーク流量が大きくなる降雨波形及び、計画降雨量より少ないものの新たに設定する基本高水のピーク流量7,000m3/sを超過
するアンサンブル予測降雨４波形の降雨特性について時空間分布の確認を行った。

大分川水系

【凡例】
③アンサンブル予測降雨波形を用いた検討：計画対象降雨の降雨量（337mm/9hr）に近い10洪水を抽出

○：気候変動予測モデルによる現在気候（1980～2010年）及び将来気候（2℃上昇）のアンサンブル降雨波形
：計画雨量337mm/9hより少ないが7,000m3/sを超えるアンサンブル予測降雨波形

追加

アンサンブル将来予測降雨波形データを用いた検討

計画降雨量近傍のアンサンブル予測降雨（10波形中の最大波形）

：基準地点府内大橋ピーク流量の最大値

：基準地点府内大橋ピーク流量の最小値

計画降雨量より少ないが7,000m3/sを超えるアンサンブル予測降雨4波形

11：今回、確認を行った5波形
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基本高水のピーク流量が大きくなるアンサンブル降雨波形について(1)

○ アンサンブル予測降雨波形のうち、設定する府内大橋地点の基本高水ピーク流量7,000m3/sを超える5波形について、時空間分布を確認した。

○ 分析の結果、府内大橋地点に大きなピーク流量をもたらす波形は、大分川流域の南側に位置する右支川の雨量が卓越しており、特に、時間雨量40mm以上が
降雨継続時間の半分程度の4時間、かつ概ね降雨の後半に雨量が集中している降雨がピーク流量を大きくする波形と推定できる。なお、いずれの波形も短時間
降雨量は非常に大きい傾向となっている。（分析した降雨波形は概ね時間分布で著しい引き伸ばし（1/500、75mm/h）となっている。）

○ なお、複数のアンサンブル予測降雨波形において、設定した基本高水ピーク流量より大きい値を示していることから、今後の降雨の変化等の観測・調査を継続
実施するとともに、適宜、分析を実施する。

大分川水系

降雨パターンの確認

9時間雨量 降雨ﾋﾟｰｸ付近

8月31日18：00 8月31日19：00 8月31日20：00

2085.8.31（アンサンブル予測降雨波形）

府内大橋 府内大橋 府内大橋 府内大橋

2004（H16）.10.20（計画決定洪水）

計画決定波形（拡大後）
9時間雨量 降雨ﾋﾟｰｸ付近

10月20日09：00 10月20日10：00 10月20日11：00

府内大橋
府内大橋府内大橋府内大橋

※計画降雨量近傍10波形の中で流量最大となるアンサンブル予測降雨
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12

※降雨分布図は降雨引き伸ばし後

※降雨分布図は降雨引き伸ばし後



基本高水のピーク流量が大きくなるアンサンブル降雨波形について(2) 大分川水系

降雨パターンの確認

9時間雨量 降雨ﾋﾟｰｸ付近

9時間雨量 降雨ﾋﾟｰｸ付近

7月2日19：00 7月2日20：00 7月2日21：00

2087.7.2（アンサンブル予測降雨波形）
クラスター１（均質降雨型）

府内大橋 府内大橋 府内大橋 府内大橋

2081.9.21（アンサンブル予測降雨波形）
クラスター５（下流域集中型） 9月21日22：00 9月21日23：00 9月21日0：00

府内大橋 府内大橋府内大橋府内大橋

13

引き伸ばしあり引き伸ばしなし

12,847m3/s11,195m3/s
府内大橋
地点流量

引き伸ばしあり引き伸ばしなし

11,463m3/s10,278m3/s
府内大橋
地点流量

追加
※計画降雨量337mm/9hより少ないが7,000m3/sを超えるアンサンブル予測降雨4波形
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※降雨分布図は降雨引き伸ばし後

※降雨分布図は降雨引き伸ばし後



基本高水のピーク流量が大きくなるアンサンブル降雨波形について(3) 大分川水系

降雨パターンの確認

9時間雨量 降雨ﾋﾟｰｸ付近

8月28日12：00 8月28日13：00 8月28日14：00

2078.8.28（アンサンブル予測降雨波形）
クラスター２（上流域集中型）

府内大橋 府内大橋 府内大橋 府内大橋

14

9時間雨量 降雨ﾋﾟｰｸ付近

8月14日5：00 8月14日6：00 8月14日7：00

2081.8.14（アンサンブル予測降雨波形）
クラスター３（上流域＋左支川集中型）

府内大橋 府内大橋 府内大橋府内大橋

引き伸ばしあり引き伸ばしなし

11,195m3/s7,453m3/s
府内大橋
地点流量

引き伸ばしあり引き伸ばしなし

10,609m3/s9,105m3/s
府内大橋
地点流量

追加
※計画降雨量337mm/9hより少ないが7,000m3/sを超えるアンサンブル予測降雨4波形
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※降雨分布図は降雨引き伸ばし後

※降雨分布図は降雨引き伸ばし後



大分川の下流域で強い降雨を確認

大分川流域9時間累加雨量図

アンサンブル予測降雨波形の時空間分布の確認（9時間累加雨量図）

○ 計画雨量337mmより少ないが7,000m3/sを上回るアンサンブル将来予測波形の洪水（HFB_2K_GF_m105 20810921） について、詳細な時空間分布を確認。

○ 大分川の下流に強い降雨域が発生していることを確認。

大分川水系

HFB_2K_GF_m105 20810921【クラスター5：下流域集中型】

15

引き伸ばしあり引き伸ばしなし
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追加



アンサンブル予測降雨波形の時空間分布の確認（1時間ごとの空間分布）

○ 流域の南側から降り始め、時間経過とともに雨域は北東に流れ、ピークでは流域全体を強雨域が包み込むような降雨が発生することを確認。

大分川水系

16

HFB_2K_GF_m105 20810921 【クラスター5：下流域集中型】

②9/21 17:00 ③9/21 18:00

④9/21 19:00 ⑤9/21 20:00 ⑥9/21 21:00

⑦9/21 22:00 ⑧9/21 23:00

①9/21 16:00

⑨9/22 00:00

16

※降雨分布図は降雨引き伸ばし前

追加
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S32.9 （台風第10号）
H 5.9 （台風第13号）
H 9.9 （台風第19号）
H16.10（台風第23号）

C1

C3

C1

C5

C1:クラスター1
C3:クラスター3
C5:クラスター5

アンサンブル予測降雨波形を用いた台風の経路とクラスターの分析

○ アンサンブル予測降雨の抽出した4波形について、その降雨特性及び熱帯低気圧の存在を分析した結果、抽出した4波形
全てで九州地方に熱帯低気圧の中心が接近しており、「台風性」と分類した。

○ なお、基準地点府内大橋において、基本高水採用波形（H16.10型）及び気候変動を考慮しているアンサンブル予測降雨波
形においても、クラスター5が比較的大きな洪水をもたらしている。

大分川水系

アンサンブル予想降雨波形による流出計算結果（府内大橋）

追加

No.4
クラスター3

No.2
クラスター1

No.1
クラスター5

No.3
クラスター2

※下図の線は中心最大風速が11.0m/sを超える熱帯低気圧の中心経路である。
（出典：地理院地図（電子国土WEB）※熱帯低気圧経路を追加）

12,847
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アンサンブル予測降雨波形を用いた台風経路の確認や線状降水帯の分析

大分川水系に被害を
もたらした主要台風（実績）

クラスター１. 均質降雨型 クラスター２. 上流域集中型

クラスター５. 下流域集中型クラスター３. 上流域+左支川集中型

クラスター分類図



⑤河川環境・河川利用についての検討
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河川環境の整備と保全 河床の露岩 大分川水系

19

○ 大分川14.8kに見られる河床部の露岩について、航空写真を用いて確認。

○ 河川工事で新たに生じたものではなく、古くから同地点に存在する露岩で、軟岩である。

○ 当該地点の横断図の経年変化を見ても、当該箇所で河床低下等の顕著な変化は見られない。

○ 左岸は湾曲の内岸であり、堆積が生じやすい特性があり、河道掘削・樹木伐採が度々行われている。

大
分
川

昭和53年撮影

大
分
川

令和4年撮影

14.8k

HWL

露岩部分はほとんど変化していない

露岩
H15年

H25年

H20年

H30年

H10年

H 5年

S63年

S55年

S59年

R02年

露岩
露岩14.8k 14.8k

追加
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治水と環境の両立を目指した河道整備
○ 大分川2.7k地点（津留地区）では、流下能力の確保を目的とした右岸側の河道掘削を実施。掘削においては、干潟に生息していた重要種のハクセンシオマネキ

を保全するため、施工前にハクセンシオマネキを下流の生息地に移動させるとともに生息地の表土やヨシを隣接地に仮置き。

○ 必要な流下能力を確保するための掘削を行うとともに、一部をハクセンシオマネキが好む高潮帯の干潟面積が広くなるように掘削する工夫をしたほか、生息地
の表土やヨシの根株を撒き戻して干潟環境の早期回復を図った。

○ 施工後のモニタリング結果では、ハクセンシオマネキの個体数は増加し、生息場の拡大が見られ、ヨシ原の再生も確認されたことから、今後も河川環境への影
響を最小限とする取組を継続していく。

20
施工業者とハクセンシオマネキを捕獲し、下流の生息地へ移動

施工前

干潟環境を復元する掘削

代表断面 2.7k付近
(縦：横＝1:5)

施工前の保全対策
施工中 施工後のモニタリング

施工前
(R2.7撮影)

施工後1年目
(R3.5撮影)

施工後３年目
(R5.5撮影)

代表断面 代表断面
代表断面

干潟 ヨシ オギ・樹木 干潟 干潟 干潟 干潟・ヨシ

●：ハクセンシオマネキの確認位置

大分川水系

●：ハクセンシオマネキの確認位置

施工直後に

幼生が定着

一部が若齢個体に成

長、幼生も追加で定着

活動期の夏季に

多くが若齢個体へ

ハクセンシオマネキの個体数変化

若齢個体成熟個体

有識者とハクセンシオマネキの定着・増加、ヨシ原の再生状況を確認

施工後３年目

夏
季
（
活
動
期
）

修正



河川環境の整備と保全 生物の個体数及び生息場の変遷 下流部（感潮区間） 大分川水系

21
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○ 大分川下流部では感潮区間に干潟が分布しており、調査年度や距離標によって増減が見られるものの、国勢調査地点の1.0～2.0k区間では大きな変化は見られ
ない。

○ 干潟を代表的する重要種として、ヒモハゼとハクセンシオマネキについて個体数の経年変化を確認した結果、大きな変化は見られない。

干潟の面積

距離標（大分川1.0k～2.0k）
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大分川下流部（感潮区間）に生息する重要種と干潟の経年変化
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調査年度 H17 H18 H22 H23 H27 H28 R2 R3

魚類 ● ● ● ●

底生 ● ● ● ●

舞鶴橋の安定した干潟環境 （大分川1.9k付近）

H22.4撮影 R7.4撮影

ハクセンシオマネキの個体数

調査範囲（大分川1.8k～2.2k）

ヒモハゼの個体数

調査範囲（大分川1.7k～2.2k）

修正

※調査面積約10.0ｈａの範囲内の干潟を調査した結果
（夏期、秋期ともに確認）

※調査面積約8.6ｈａの範囲内の右岸の
干潟を調査した結果（夏期のみ確認）

【調査方法】

・底生動物調査は夏季、冬～早春季の２回実施。

・定量採集は干潟でコドラートを置いて、砂泥に生息する種を確認（4箇所分）

【調査方法】

・魚類調査は夏季、秋季の２回実施。

・調査範囲内の干潟で、タモ網により網羅的に調査した種を記録

※  河川水辺の国勢調査、河川環境管理シートより、近年4巡分（15年～20年）の変化を整理した

※ 個体数は、国勢調査地点（舞鶴橋）で確認された個体数の合計を示す

※ 調査面積は、国勢調査地点（舞鶴橋）の調査範囲の面積を示す

※ 調査方法は水辺の国勢調査マニュアルに準じて実施。



○ 大分川の生態系ネットワークでは、一部で横断工作物による縦断的な連続性の分断や樋門･樋管等による横断的な連続性の分断が見られるものの、河口干潟
にハクセンシオマネキが生息し、支川にアユ産卵場が多数分布しており、大分川漁協を中心に川に親しみ地域活性に繋がる取組が行われている。

○ 上記の分析を踏まえ、大分川では河口干潟を保全・創出する掘削、水域の連続性確保や多自然川づくりを進めており、引き続き、堰や樋門等の改築によって、
より多様な動植物が生息・生育する場（グリーンインフラ）の保全・創出に取り組む。

○ 今後も流域の関係者と連携して連続性の確保や生息場の保全・創出に取り組み、大分川を地域交流の場として利用いただき、地域振興・経済活性化を目指す。

大分川

賀来川

七瀬川

河川環境の整備と保全 生態系ネットワークの形成

生態系ネットワークの類型ごとの分析

古井路井堰

宮苑井堰

嘉永小野鶴井堰

大分川水系

凡例（生態系ネットワークの類型）

1. 縦断的なネットワーク
2. 横断的なネットワーク
3. 垂直方向のネットワーク
4. 水系の中（水系網）のネットワーク
5. 水系をまたぐネットワーク
6. 川と人々のつながり

1. 横断工作物でアユ等の魚類の移動が困難
・堰改築で上下流の連続性を確保

2. ハクセンシオマネキが干潟に生息し
河川内の陸域と水域を移動
• 干潟環境を保全・創出する掘削

4. 支川七瀬川にアユ産卵場が多数分布
・アユ産卵を保全・創出する掘削

河川内での生物の生息環境の整備

６．大分川漁協による「豊漁祭」

整備イメージ

２．水際の寄石により生息場を創出

1. 横断工作物でアユ等の魚類の移動が困難
・堰改築で上下流の連続性を確保

６．魚とのふれあいイベント ６．親子釣り体験教室

地域振興・経済活性化

その他の取組 （連続性の確保や多自然川づくり）

１．護床工の一部を下げて、魚類等の移動経路を確保

１．堰改築で連続性を確保 ２．干潟環境を保全・創出する掘削 ２．樋門改築で連続性を確保

現況掘削前

掘削後

改築前

改築後

堰撤去後に連続した瀬淵が再生 ﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷの生息場を保全・創出 落差を解消し、生息場を創出
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5．シギ・チドリ類が渡りの中継地として
干潟に飛来
• 干潟環境を保全・創出する掘削

2. 魚類等が本川と水路等を移動できない
• 樋門改築で連続性を確保

【4．水系網】

： アユ産卵場

【2．横断的】

： 連続性○_落差なし

： 連続性×_落差あり

【1．縦断的】

： 連続性○

： 連続性×

6. 漁協による
産卵場の整備

6. 自然体験等の
イベントを開催

6. 自然体験等の
イベントを開催

修正



⑦流域治水の推進
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洪水浸水想定区域（計画規模）と地形、堤防の開口部の考察 大分川水系追加

③ ④

①

②

： 破堤地点

③

④

①

②

○ 過去に本川沿いに６箇所あった開口部は、現在は２箇所が現存し、洪水浸水想定区域図作成後に連続堤にした開口部は存在しない（支川七瀬川にも２箇所の開口部が
あったが、現在は１箇所が現存）

○ ブロック①は標高が高い地形に囲まれた箇所で浸水が深くなる。永興台地と堤防との間が狭く、上流からの氾濫の一部は下流に流下するが湛水しやすい。

○ ブロック②は標高が高い地形に囲まれた箇所で浸水深が深くなる。また、上流からの氾濫は寒田川から本川に還流し、それより下流には流下しない。

○ ブロック③・④は地形的にも平坦なため浸水深が深くなる区域が少ない。

○ 現存する開口部や旧開口部のいくつかは湛水区域の末端に存在し、内水や河川から氾濫した洪水を速やかに河川に戻す役割を担っていたと推定される。

~ 0.0
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8.0 ~ 10.0
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40.0 ~ 42.0

42.0 ~ 44.0

44.0 ~ 46.0

46.0 ~ 48.0

48.0 ~ 50.0

50.0 ~出典：地理院地図（自分で作る色別標高図）

： 破堤地点
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洪水浸水想定区域図（計画規模）

： 旧開口部

： 現開口部

： 旧開口部

河川を流下し海へ

地盤標高が
高く浸水しない

都市下水へ流入

河川へ流入し
大分川へ還流

永興台地
りょうご

： 現開口部



③ ④

①

②

出典：地理院地図（自分で作る色別標高図）

洪水浸水想定区域（想定最大規模）と地形、堤防の開口部の考察 大分川水系

○ 洪水浸水想定区域図（想定最大規模）では、色別標高図に示される台地の際まで広く浸水する。

○ 各ブロックの氾濫形態の傾向は、計画規模と同様であった。

○ 現存する開口部や旧開口部のいくつかは、湛水区域の末端に存在し、内水や河川から氾濫した洪水を速やかに河川に戻す役割を担っていたと推定される。

河川を流下し
海へ

地盤標高が
高く浸水しない

： 旧開口部

： 破堤地点
洪水浸水想定区域図（想定最大規模）

河川を越えて
左岸側まで浸水

地盤標高が
高く浸水しない

追加

： 旧開口部

： 現開口部

~ 0.0
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24.0 ~ 26.0
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30.0 ~ 32.0

32.0 ~ 34.0

34.0 ~ 36.0

36.0 ~ 38.0

38.0 ~ 40.0

40.0 ~ 42.0

42.0 ~ 44.0

44.0 ~ 46.0

46.0 ~ 48.0

48.0 ~ 50.0

50.0 ~
25

： 現開口部
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大分川流域の全域で
強い降雨を確認

大分川流域9時間累加雨量図

アンサンブル予測降雨波形の時空間分布の確認（9時間累加雨量図）

○ 計画雨量337mmより少ないが7,000m3/sを上回るアンサンブル将来予測波形の洪水（HPB_2K_MI_m105 20870702） について、詳細な時空間分布を確認。

○ 大分川の流域全域で強い降雨が発生していることを確認。

大分川水系

HPB_2K_MI_m105 20870702【クラスター1：均質降雨型】
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引き伸ばしあり引き伸ばしなし
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アンサンブル予測降雨波形の時空間分布の確認（1時間ごとの空間分布）

○ 流域の上流から降り始め、時間経過とともに雨域は下流域に向けて、強い降雨が発生することを確認。

大分川水系
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HPB_2K_MI_m105 20870702 【クラスター1：均質降雨型】

②7/2 14:00 ③7/2 15:00

④7/2 16:00 ⑤7/2 17:00 ⑥7/2 18:00

⑦7/2 19:00 ⑧7/2 20:00

①7/2 13:00

⑨7/2 21:00

28

※降雨分布図は降雨引き伸ばし前

追加



大分川上流域で
強い降雨を確認

大分川流域9時間累加雨量図

アンサンブル予測降雨波形の時空間分布の確認（9時間累加雨量図）

○ 計画雨量337mmより少ないが7,000m3/sを上回るアンサンブル将来予測波形の洪水（HFB_2K_HA_m105 20780828） について、詳細な時空間分布を確認。

○ 大分川の上流域で強い降雨が発生していることを確認。

大分川水系

HFB_2K_HA_m105 20780828【クラスター2：上流域集中型】
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引き伸ばしあり引き伸ばしなし
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アンサンブル予測降雨波形の時空間分布の確認（1時間ごとの空間分布）

○ 大分川の上流域に、継続して強い降雨が発生することを確認。

大分川水系

30

HFB_2K_HA_m105 20780828【クラスター2：上流域集中型】

②8/28 08:00 ③8/28 09:00

④8/28 10:00 ⑤8/28 11:00 ⑥8/28 12:00

⑦8/28 13:00 ⑧8/28 14:00

①8/28 07:00

⑨8/28 15:00

30

※降雨分布図は降雨引き伸ばし前

追加



大分川上流域と左支川の賀来川流域、小挾間川流域
で強い降雨を確認（線状降水帯が発生）

大分川流域9時間累加雨量図

アンサンブル予測降雨波形の時空間分布の確認（9時間累加雨量図）

○ 計画雨量337mmより少ないが7,000m3/sを上回るアンサンブル将来予測波形の洪水（HFB_2K_GF_m101 20810814） について、詳細な時空間分布を確認。

○ 大分川の上流域及び左支川の賀来川、小挾間川に強い降雨が発生していることを確認。（線状降水帯が発生）

大分川水系

HFB_2K_GF_m101 20810814【クラスター3：上流域＋左支川集中型】
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引き伸ばしあり引き伸ばしなし
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②8/14 02:00 ③8/14 03:00

④8/14 04:00 ⑤8/14 05:00 ⑥8/14 06:00

⑦8/14 07:00 ⑧8/14 08:00

①8/14 01:00

⑨8/14 09:00

アンサンブル予測降雨波形の時空間分布の確認（1時間ごとの空間分布）

○ 線状降水帯が発生し、大分川流域の西北から南東方向に強い降雨が発生することを確認。

大分川水系
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HFB_2K_GF_m101 20810814 【クラスター3：上流域＋左支川集中型】 ※降雨分布図は降雨引き伸ばし前

追加


